
2広報ふくろい 2013　平成25年9月1日

袋
井
市
と
ベ
ト
ナ
ム
の
か
か
わ
り

　

今
年
は
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
間
で

１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）に
外
交
関
係
が
樹
立
さ

れ
て
か
ら
40
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
袋
井
市
と
ベ
ト
ナ
ム
の
間
に
は
、

ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

◉
浅
羽
佐
喜
太
郎
と
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ

　

話
は
１
０
０
年
以
上
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

１
９
０
５
年（
明
治
38
年
）、
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
植

民
地
で
あ
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
、
独
立
運
動
の
指

導
者「
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
」が
来
日
し
、
日

本
に
ベ
ト
ナ
ム
の
青
年
を
留
学
さ
せ
、
独
立
運
動

の
人
材
を
育
成
す
る
東
遊
運
動（
ト
ン
ズ
ー
運
動
）

を
興
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に

植
民
地
支
配
へ
の
危
機
感
を
抱
い
た
フ
ラ
ン
ス

は
、
日
本
政
府
に
働
き
か
け
て
、
ベ
ト
ナ
ム
人
留

学
生
へ
の
圧
力
を
強
め
ま
し
た
。

　

困
り
果
て
た
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
、
東

浅
羽
村
梅
山（
現
在
の
袋
井
市
梅
山
）出
身
の
医
師

で
、
神
奈
川
県
で
病
院
を
開
業
し
て
い
た
浅あ

さ
ば羽

佐さ

き

た

ろ

う

喜
太
郎
に
援
助
を
求
め
ま
す
。
佐
喜
太
郎
は
、

こ
の
申
し
出
を
快
く
受
け
入
れ
、
物
心
両
面

か
ら
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
を
支
援
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
喜
太
郎
は
、
フ
ァ
ン
・
ボ

イ
・
チ
ャ
ウ
が
日
本
を
去
っ
た
翌
年
に
病
気

の
た
め
43
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
死

を
知
っ
た
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
、
感

謝
の
気
持
ち
を
表
す
た
め
に
、
１
９
１
８
年

（
大
正
７
年
）に
東
浅
羽
村
を
訪
れ
、
村
人
の

力
を
借
り
て
梅
山
の
常
林
寺
境
内
に「
浅
羽
佐

喜
太
郎
公
記
念
碑
」を
建
て
ま
し
た
。
袋
井
市

と
ベ
ト
ナ
ム
を
結
ぶ
義
侠
の
精
神
は
、
今
も

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

◉
近
年
の
袋
井
市
と
ベ
ト
ナ
ム
の
交
流

　

平
成
13
年
、「
浅
羽
佐
喜
太
郎
公
記
念
碑
」建
立

85
周
年
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
、
21
世
紀
の
新
た

な
日
越
交
流
の
芽
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
有
志
に
よ
り
結
成
さ
れ
た

「
浅
羽
ベ
ト
ナ
ム
会
」は
、
浅
羽
佐
喜
太
郎
公
記

念
碑
の
歴
史
を
広
く
内
外
に
伝
え
る
活
動
と
し

て
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
が
晩
年
を
過
ご
し

た
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
市
や
生
地
で
あ
る
ゲ
ア
ン
省

へ
写
真
や
記
念
碑
を
寄
贈
し
た
り
、
佐
喜
太
郎
と

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の

講
演
会
や
展
示
会
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
、
幅

広
い
草
の
根
活
動
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◉
ベ
ト
ナ
ム
大
使
来
袋

　

平
成
19
年
９
月
、
平
成
22
年
９
月
の
２
度
に
わ

た
り
、
グ
ェ
ン
・
フ
ー
・
ビ
ン
前
駐
日
ベ
ト
ナ
ム

特
命
全
権
大
使
が
袋
井
市
を
訪
れ
、
常
林
寺
の

浅
羽
佐
喜
太
郎
公
記
念
碑
な
ど
を
見
学
さ
れ
ま
し

た
。

日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
年
を
迎
え
て

　

こ
れ
ま
で
の
交
流
を
踏
ま
え
、
様
々
な
分
野
で

ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

1
袋
井
市
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
団

　

こ
れ
ま
で
の
郷
土
の
偉
人
顕
彰
に
加
え
、
産
業

視
察
や
現
地
行
政
機
関
と
の
交
流
な
ど
相
互
理
解

と
友
好
関
係
を
深
め
る
た
め
、
市
民
62
人
に
よ
る

国
際
親
善
訪
問
団
が
結
成
さ
れ
、
平
成
24
年
４
月

15
日
か
ら
19
日
ま
で
の
５
日
間
に
わ
た
り
、
フ
エ

市
、
ハ
ノ
イ
市
の
２
都
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ベトナムは、新たな可能性を秘めた国として、世界中から注目されています。
2013年（平成25年）の「日本ベトナム友好年」を契機として、両国の良好な関係
がますます発展していくことが期待されています。本特集では、袋井市とベト
ナムのつながりと交流の状況をお知らせします。
問市民協働課協働推進室　☎44-3107

ベトナムとの交流が
進んでいます

ファン・ボイ・チャウ浅羽佐喜太郎

浅羽佐喜太郎公記念碑（常林寺境内）と
ファン・ボイ・チャウ（前列右から2人目）

1袋井ベトナム訪問団
　フエ市のファン・ボイ・チャウ像訪問
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2
２
０
１
３
国
交
樹
立
40
周
年
交
流
事
業

（
フ
エ
市
、
ゲ
ア
ン
省
）

　

平
成
25
年
６
月
に
は
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
年

交
流
行
事
と
し
て
講
演
会
や
展
示
会
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
ビ
デ
オ
の
上
映
会
な
ど
が
フ
エ
市
と
ゲ

ア
ン
省
ヴ
ィ
ン
市
で
、
浅
羽
ベ
ト
ナ
ム
会
と
現
地

の
関
係
団
体
と
の
共
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対

し
て
、
公
益
社
団
法
人
ベ
ト
ナ
ム
協
会
か
ら
日
越

友
好
功
労
賞
が
、
浅
羽
ベ
ト
ナ
ム
会
代
表
の
安
間

幸ゆ
き
ほ甫
さ
ん（
太
郎
助
）に
送
ら
れ
ま
し
た
。

3
ワ
ン
コ
イ
ン
・
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加

　

袋
井
市
で
は
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム
外
交
関
係
樹
立

40
周
年
に
あ
た
る
今
年
度
、
市
内
全
て
の
小
・
中

学
校
で
、
郷
土
の
偉
人「
浅
羽
佐
喜
太
郎
」に
つ
い

て
学
ぶ
時
間
を
設
け
る
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
に

関
す
る
国
際
理
解
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浅
羽
南
小
学
校
と
高
南
小
学
校
の
２
校

で
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ジ
ア
教
育
友
好
協
会

（
Ａ
Ｅ
Ｆ
Ａ
）が
進
め
る「
ワ
ン
コ
イ
ン
・
ス
ク
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
ベ
ト

ナ
ム
の
学
校
と
の
交
流
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
浅
羽
南
小
学
校
と
高
南
小
学
校
を
中
心

に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
山
岳
地
帯
に
校
舎
を
建
設
す
る

事
業
に
協
力
す
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

4
共
同
製
作
ド
ラ
マ
放
送

　

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交
関
係
樹
立
40
周
年
を

記
念
し
て
、
２
つ
の
国
の
テ
レ
ビ
局（
日
本
…
Ｔ

Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
、
ベ
ト
ナ
ム
…
ベ
ト
ナ
ム
国
営
テ
レ

ビ（
Ｖ
Ｔ
Ｖ
））が
共
同
製
作
す
る
ド
ラ
マ「
パ
ー
ト

ナ
ー 

～
愛
し
き
百
年
の
友
へ
～
」が
、
放
送
さ
れ

ま
す
。

放
送
日
時　

平
成
25
年
９
月
29
日

（日）
午
後
９
時
～

出
演
者　

東
山
紀
之（
浅
羽
佐
喜
太
郎
役
）、
武

井
咲
、
芦
田
愛
菜
、
フ
ァ
ン
・
フ
ィ
ン
・
ド
ン

（
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
役
）、
グ
ェ
ン
・

ラ
ン
・
フ
ォ
ン　

ほ
か

内
容　

現
代
の
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
や

国
際
結
婚
、
さ
ら
に
１
０
０
年
前
の
日
本
と
ベ

ト
ナ
ム
の
知
ら
れ
ざ
る
史
実
～
浅
羽
佐
喜
太
郎

と
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
絆
～
を
描
き
、

国
と
国
・
人
と
人
の
交
流
を
通
し
て
今
後
の
日

本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
関
係
を
よ
り
良
い
も
の
に
す

る
ヒ
ン
ト
を
提
案
す
る
、
珠
玉
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ド
ラ
マ
。（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

5
産
業
交
流

　

袋
井
市
内
の
企
業
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
材
育

成
制
度
の
趣
旨
に
協
力
し
て
研
修
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
企
業
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
袋
井
商
工
会
議
所
で
は
、
袋
井
市
に
訪

れ
る
ベ
ト
ナ
ム
商
工
会
議
所
な
ど
の
視
察
を
受
け

入
れ
る
と
と
も
に
、
成
長
著
し
い
ベ
ト
ナ
ム
経
済

に
注
目
し
、
平
成
24
年
に
引
き
続
き
ベ
ト
ナ
ム
の

現
地
視
察
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

市
内
企
業
に
よ
る
研
修
生
受
入（
平
成
24
年
11
月
）

（株）
サ
ン
ワ
ネ
ッ
ツ（
１
人
）、

（株）
覚
堂（
４
人
）

ベ
ト
ナ
ム
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催（
平

成
23
年
11
月
）　

ベ
ト
ナ
ム
経
済
の
現
状
と
展

望
、
日
越
経
済
協
力
に
つ
い
て

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
視
察
受
入（
平
成
24
年
11
月
）

ベ
ト
ナ
ム
商
工
会
議
所
、
ベ
ト
ナ
ム
国
ク
ア
ン

ニ
ン
省

現
地
視
察
計
画　

袋
井
商
工
会
議
所
ア
ジ
ア
産
業

交
流
委
員
会
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
産
業
経
済
の
交

流
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
10
月
下
旬
に
視
察
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

6
留
学
生

　

現
在
、
袋
井
市
内
で
は
、
静
岡
理
工
科
大
学
で

４
人
、
静
岡
国
際
言
語
学
院（
諸
井
）で
27
人
の
ベ

ト
ナ
ム
人
留
学
生
が
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浅
羽
南
公
民
館
で
も
、
ベ
ト
ナ
ム
人
実

習
生
が
日
本
語
を
学
び
、
日
本
語
能
力
検
定
に
合

格
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生
た
ち
へ

の
袋
井
生
活
体
験
の
短
期
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

も
、
国
際
交
流
協
会
と
浅
羽
ベ
ト
ナ
ム
会
の
共
催

事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
は
５
回
目
と

な
り
ま
す
。

袋
井
市
と
ベ
ト
ナ
ム
の
今
後

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
東
ア
ジ
ア
各
国
の
急

速
な
経
済
成
長
の
影
響
は
、
衣
類
や
食
料
品
な
ど

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
現
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、「
モ
ノ
」だ
け
で
は

な
く
、「
ヒ
ト
」・「
情
報
」・「
文
化
」な
ど
へ
交
流

の
幅
が
広
が
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

袋
井
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
１
０
０
年
前
の
浅
羽

佐
喜
太
郎
と
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
つ
な
が

り
か
ら
、
市
民
団
体
に
よ
る
偉
人
顕
彰
交
流
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
年
を
１
つ
の
契

機
と
し
て
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
の
ほ
か
、
産

学
官
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
い
か
に
広
げ
、
友
好
関
係
の
持
続
と
新
た
な

交
流
機
会
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
関
係
す
る
団
体
と
連
携
し
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後

の
社
会
・
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
た
国
際
交
流
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

交流活動の様子をまとめた写真展を開催します。
◉月見の里学遊館　10月19日（土）～29日（火）
◉メロープラザ　　11月11日（月）～20日（水）

2浅羽ベトナム会主催によるベトナム訪問
（ゲアン省図書館での展示会の様子）

3AEFA講師による事業説明
（高南小学校）

6静岡国際言語学院で学ぶ留学生

5ベトナム商工会議所によるエコパ視察


